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■病院理念 
１.私たちは地域にとってよりよい医療・介護を目指し
努力を続けます。 

２.患者様に信頼される技術と暖かいホスピタリティを
提供できることが私たちの目標です。 

３.私たちは医療人として楽しく働ける職場作りを目指
します。 

 
■病院基本方針 
１.我々は病気（Common Disease）を安全・快適に
治療することを目標としています。 

２.我々は当院の専門分野での高い医療レベルを維持す
ることに努めます。 

３.我々は地域の他の医療機関・施設との連携を大切に
します。 

４.我々は個人の尊重を重んじ、人生の終末期に対して
入院および在宅医療・介護を通じて取り組みます。 

　
９
月
に
総
勢
13
名
で
ト
ル
コ
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
ト
ル
コ
の
歴
史
を
書
き
始
め

る
と
そ
れ
だ
け
で
ペ
ー
ジ
が
尽
き
て
し
ま

い
ま
す
が
紀
元
前
18
世
紀
の
ヒ
ッ
タ
イ
ト

か
ら
始
ま
り
ロ
ー
マ
帝
国
、
東
ロ
ー
マ
帝

国
、
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
そ
し
て
現
在
の
ト

ル
コ
共
和
国
と
歴
史
の
宝
庫
。
東
ロ
ー
マ

帝
国
の
首
都
で
あ
っ
た
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

ー
プ
ル
（
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
）
は
今
で
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
架
け
橋
と
し
て

人
口
１
３
０
０
万
人
の
大
都
会
で
す
。 

　
心
配
し
て
い
た
台
風
も
通
り
過
ぎ
関
空

を
深
夜
に
出
発
し
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に

到
着
し
た
の
は
早
朝
５
時
半
。
ホ
テ
ル
に

荷
物
を
置
い
た
後
そ
の
ま
ま
ハ
マ
ム
に
向

か
い
ま
す
。
ト
ル
コ
は
実
は
温
泉
大
国
。

ハ
マ
ム
と
呼
ば
れ
る
公
衆
浴
場
で
旅
の
汗

を
流
し
あ
か
す
り
マ
ッ
サ
ー
ジ
。
こ
の
日

は
ブ
ル
ー
モ
ス
ク
、
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ア
、
ト

プ
カ
プ
宮
殿
、
グ
ラ
ン
ド
バ
ザ
ー
ル
と
世

界
遺
産
で
あ
る
旧
市
街
を
一
巡
り
。
徒
歩

圏
内
と
は
い
え
聊
か
疲
れ
ま
し
た
。
夜
は

新
市
街
の
メ
イ
ハ
ネ（
居
酒
屋
）で
第
１
夜
。

ト
ル
コ
に
は
葡
萄
で
作
っ
た
ラ
ク
と
い
う

蒸
留
酒
が
あ
り
ま
す
が
、
ビ
ー
ル
も
な
か

な
か
。
と
く
に
エ
フ
ェ
ス
ビ
ー
ル
は
す
っ

き
り
と
し
た
の
ど
越
し
で
お
勧
め
で
す
。 

　
こ
の
日
は
実
は
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
都
市
が
決
ま
る
日
で
し
た
が

結
果
が
わ
か
っ
た
の
は
ホ
テ
ル
に
帰
っ
て

か
ら
。
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
と
っ
て
は
残

念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

　
次
の
日
は
午
後
に
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
に
移

動
。
次
の
朝
は
今
回
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
も

言
え
る
バ
ル
ー
ン
フ
ラ
イ
ト
で
す
。
朝
５

時
に
出
発
。
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
は
標
高
１
０

０
０
ｍ
の
高
地
に
あ
り
こ
の
日
ば
か
り
は

朝
は
寒
い
で
す
。
６
時
過
ぎ
に
い
よ
い
よ

離
陸
。
気
球
か
ら
見
る
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
の

奇
観
や
日
の
出
は
言
葉
で
は
お
伝
え
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
日
は
偶
々
操
縦
士
の
彼
女

が
同
乗
し
て
い
た
た
め
か
、
す
れ
す
れ
飛
行

あ
り
隣
の
バ
ル
ー
ン
と
の
ｋ
ｉ
ｓ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ

飛
行
あ
り
で
や
り
す
ぎ
じ
ゃ
な
い
か
と
言

え
る
ほ
ど
の
大
サ
ー
ビ
ス
。

無
事
着
陸
し
た
後
は
ス

パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン

の
サ
ー
ビ
ス
付
で
す
。
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ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
も
ま
だ
８
時
。
朝
食

の
後
今
度
は
車
で
の
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
観
光

で
す
。
快
晴
の
お
天
気
で
我
々
は
大
満
足

だ
っ
た
の
で
す
が
、
実
は
こ
の
日
日
本
の

女
子
大
生
が
同
じ
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
の
渓
谷

で
被
害
に
遭
う
と
い
う
残
念
な
出
来
事
も

あ
り
ま
し
た
。 

　
次
の
日
も
朝
か
ら
大
忙
し
。
空
路
ト
ル

コ
第
３
の
都
会
で
あ
る
イ
ズ
ミ
ー
ル
へ
。

空
港
か
ら
車
で
エ
フ
ェ
ス
遺
跡
観
光
に
向

か
い
ま
す
。
ロ
ー
マ
時
代
の
遺
跡
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地
に
あ
り
ま
す
が
、
エ
フ
ェ
ス

は
そ
の
中
で
も
保
存
状
態
が
よ
い
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
昼
食
の
後
は
パ
ム
ッ
カ
レ
で
観
光
の
予

定
で
し
た
が
時
間
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
た
め
こ
の
日
は
そ
の
ま
ま
パ
ム
ッ
カ
レ

の
温
泉
ホ
テ
ル
へ
直
行
。
翌
朝
パ
ム
ッ
カ

レ
観
光
。
石
灰
石
の
棚
田
の
白
と
ブ
ル
ー

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
こ
れ
も
ト
ル
コ
の
誇

る
世
界
遺
産
。
残
念
な
が
ら
水
量
と
資
源

保
護
の
た
め
白
と
ブ
ル
ー
の
棚
田
に
入
れ

る
の
は
一
部
の
み
。
パ
ム
ッ
カ
レ
に
隣
接

し
て
こ
れ
も
ロ
ー
マ
時
代
の
ヒ
エ
ラ
ポ
リ

ス
遺
跡
も
あ
り
こ
ち
ら
も
侮
れ
ま
せ
ん
。

ク
レ
オ
パ
ト
ラ
も
訪
れ
た
と
い
う
遺
跡
の

中
の
温
泉
プ
ー
ル
で
一
泳
ぎ
を
楽
し
ん
だ

メ
ン
バ
ー
も
。
こ
の
日
は
こ
の
後
エ
ー
ゲ

海
岸
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
ボ
ド
ル
ム
に

向
か
い
ま
す
。 

　
ト
ル
コ
は
面
積
78
万
平
方
ｋ
ｍ
と
日
本

の
２
倍
以
上
。
た
だ
交
通
の
イ
ン
フ
ラ
は

ま
だ
い
ま
い
ち
で
車
で
の
移
動
は
結
構
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
予
定
よ
り
も
遅
く
な

り
ま
し
た
が
夕
方
ボ
ド
ル
ム
到
着
。
ホ
テ

ル
の
前
の
マ
リ
ー
ナ
に
は
地
元
ば
か
り
で

な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
ヨ
ッ
ト

が
並
び
こ
れ
ま
で
の
ト
ル
コ
と
は
ま
た
別

世
界
。
夜
は
魚
屋
さ
ん
が
並
ぶ
メ
イ
ハ
ネ

で
ま
た
宴
会
。
ト
ル
コ
で
は
メ
ゼ
と
呼
ば

れ
る
前
菜
が
20
〜
30
種
類
並
び
ま
ず
は
そ

れ
を
い
く
つ
か
チ
ョ
イ
ス
し
て
か
ら
メ
イ

ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と
い
う
ス
タ
イ
ル
。
こ
こ

で
は
隣
の
魚
屋
で
材
料
を
購
入
し
た
あ
と

店
で
調
理
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。 

　
次
の
日
は
基
本
的
に
は
フ
リ
ー
で
ボ
ド

ル
ム
で
ゆ
っ
く
り
。
ハ
ー
バ
ー
近
く
の
ド

ネ
ル
ケ
バ
ブ
屋
で
ラ
ン
チ
を
購
入
し
た
後
、

前
日
に
交
渉
し
て
お
い
た
キ
ャ
プ
テ
ン
の

ヨ
ッ
ト
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
ミ
ニ
エ
ー
ゲ
海

ク
ル
ー
ズ
へ
。
１
時
間
ほ
ど
で
着
い
た
ア

ク
ア
リ
ウ
ム
と
い
う
入
り
江
で
エ
ー
ゲ
海

で
の
ス
イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
翌
日
は
ま
た
空
路
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に

戻
り
そ
れ
ぞ
れ
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
観
光
。

ホ
テ
ル
か
ら
近
い
グ
ラ
ン
ド
バ
ザ
ー
ル
に

歩
い
て
行
っ
た
り
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
カ

ー
ド
と
呼
ば
れ
る
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
使
っ

て
電
車（
ト
ラ
ム
ヴ
ァ
イ
）

や
船（
ワ
プ
ー
ル
）で
移
動

し
ア
ジ
ア
側
に
渡
っ
た
り
。
夜

の
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
で
は
我
々
の
中

か
ら
も
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
ニ
ッ
ポ
ン
大

活
躍
。
最
終
日
も
出
発
は
深
夜
な
の
で
昼

間
は
ボ
ス
フ
ォ
ラ
ス
海
峡
ク
ル
ー
ズ
を
楽

し
ん
だ
後
ラ
ス
ト
デ
ィ
ナ
ー
は
ホ
テ
ル
近

く
の
ク
ム
カ
プ
と
呼
ば
れ
る
シ
ー
フ
ー
ド

レ
ス
ト
ラ
ン
街
で
。
パ
チ
ン
コ
屋
も
真
っ

青
と
い
う
ほ
ど
の
ギ
ラ
ギ
ラ
ネ
オ
ン
に
は

圧
倒
さ
れ
ま
す
。 

　
帰
り
の
飛
行
機
で
は
眠
く
て
さ
す
が
に

深
夜
の
食
事
は
完
全
パ
ス
。
関
空
に
着
い

て
み
た
ら
台
風
の
影
響
で
淡
路
ル
ー
ト
は

通
れ
ず
高
知
に
は
深
夜
帰
着
と
い
う
お
ま

け
付
き
。
ち
ょ
っ
と
忙
し
い
て
ん
こ
も
り

ツ
ア
ー
と
は
な
り
ま
し
た
が
外
し
た
く
と

も
外
せ
な
い
見
所
が
多
い
の
が
ト
ル
コ
。

　
ト
ル
コ
料
理
は
フ
ラ
ン
ス
、
中
華
と
並

ぶ
世
界
三
大
料
理
の
ひ
と
つ
で
鯖
サ
ン
ド

や
ド
ネ
ル
ケ
バ
ブ
、
ク
ン
ピ
ル
と
い
っ
た

Ｂ
級
グ
ル
メ
も
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｙ 

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
。

是
非
お
勧
め
で
す
。

院
長
　
久
　
直
史
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西２階病棟看護師　磯村　美和 

娘…3才 
 

　育児休暇から復帰、西２階病棟へ異動し２年を迎えました。復帰当初は新しい部署での仕事、
生活環境も変わり、慣れないことだらけで毎日クタクタ状態でソファーで朝を迎えることもありま
した。月日が経つにつれ少しずつ生活のペースも掴めてきました。娘も３歳になり院内託児所で
お世話になっています。慣らし託児の時は「どうなることやら」と心配でしたが、「初日からいつも
いるかのように皆とおやつを食べていた」と聞き安心したことでした。今ではすっかり託児所にも
なれ、母が仕事であることを話すと「やったーお友達と遊べるね。行く」と大喜びです。最近は戦
隊物がお気に入りで、戦いごっこをしてみたりキャラクターになりきり遊んでいます。少しは女の

子らしく過ごしてもらいたいと思い、休日にはお菓
子を焼くようになりました。材料を混ぜている途中
につまみ食いをしたり、出来上がりを楽しみに眺め
る娘をみると、ふっと小さい頃、同じ事をしたこと
を思い出しました。母は共働きで時間をやりくりし
ては色々なことをしてくれました。 
　今、自分が共働きで子育て真っ最中！！毎日があ
っと言う間に過ぎていきます。娘が大人になって自
分と過ごした時間や、思い出を語ってくれる日を心
待ちにし、仕事に子育てに頑張っていきたいと思い
ます。 
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栄養部 

１月３日 

栄養部　溝渕 

１月１日 クリスマス 

１月２日 

　平成25年11月9日に防災訓練が行われました。 
　栄養部は炊き出しの訓練を行いました。 
　今回使用した「炊き出しステーション」という器具は一度に50～120名
分の調理が可能、炊飯と汁物類が一度に出来る優れた器具で、立石萬寿男様
より寄贈して頂いたものです。 
　これから起こりうると言われている南海大地震対策としては大変活用でき
ると思います。 
　この炊き出しは最小の分量で炊飯とカレーを作ったのですが、設置から火力、かかる時間等課題
も多く残り、栄養部からの参加者も全員では無い為、突然の事態に対応するにはまだまだ訓練が必
要であると感じました。 

　ライフラインの復旧まで、患者様、職員、地域住民の方々への物
資の供給は不可欠で、混乱を起こさず対応する為にも、定期的な訓
練が必要です。 
　災害時の炊き出しには、食事を摂取することでストレスを和らげ
たり、その場の秩序の維持などの期待をできるとされていて、特に
温かい食事を摂るという行為は精神的ダメージを軽減させる効果が
あり、相互扶助という形でコミュニティーの回復にも役立つとされ
ています。 
　そのため、今回の訓練を行い、栄養部だけという訳ではなく、他

部署の方々にも積極的に参加していただ
いて、取り組む姿勢が大事であると思
いました。 
　　考えたくは有りませんが、災害
が起こった時に、この訓練が役
に立つように努力してい
きたいと思います。 

緊張がとれ、ホッと一安心 


